
 

-180- 

 

１１．特定民間中心市街地経済活力向上事業の中心市街地への来訪者増

加の目標の設定に関する事項 

特定民間中心市街地経済活力向上事業計画による大工町ものづくり育成店舗整備事業・大工町

立体駐車場整備事業に関する事項 

 

 本事業では、高松市大工町・磨屋町地区第一種市街地再開発事業によって整備された区分所有

建物の一部を高松まちづくり株式会社が取得し、木育体験施設「讃岐おもちゃ美術館」と 376 台

の立体自走式駐車場として運営します。 

  

[１] 判断基準 

(1) 意欲的な数値指標 

 特定民間中心市街地経済活力向上事業計画では、以下の 3 つの数値目標のうち、いずれかが基

準を満たす必要があり、本事業では来客数において基準を満たします。 

 

項目 

 

認定基準 

本事業での数値目標 基準 

判定 
R4 年度 R8 年度 

年間来訪者数 中心市街地居住人口の 4倍以上 

高松中心市街地居住人口 

20,222 人（R2.10 月） 

81,600 人 

基準値比 

4.04 倍 

85,600 人 

基準値比 

4.23 倍 

適合 

年間小売商品

販売額 

中心市街地の小売販売額の 1%以上 

高松中心市街地の年間小売商品販売額

767.5 億円（令和元年度推計値） 

159 百万円 

基準値比 

0.21% 

166 百万円 

基準値比 

0.22% 

不適合 

年間平均雇用

人数 

50 人以上 26 人 26 人 
不適合 

 

(2) 周辺地域の経済活力を向上させる波及効果 

 大工町の施設は、中心市街地の機能向上に資するものとして期待され、特に１Fの「大工町もの

づくり育成店舗」は、従来、丸亀町商店街が取り込めていなかった観光客や小さなお子様連れの

集客が期待できます。また、香川の伝統工芸作家との連携により、新商品開発を実現し、本施設

による集客や滞在時間の長期化は、周辺商店街を含む中心市街地全体に波及効果をもたらします。 

 また、令和 2年 3月香川県政策部統計調査課公表の「平成 27年度香川県産業連関表」を前提と

すると、当該事業によってももたらされる香川県内への波及効果は、消費増加が５．９８億円、

粗付加価値の増加が１４９．４５百万円の雇用者所得、５９人の就業が誘発されると推定され、

香川県全体への経済効果が見込まれます。 
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[２] 成功率を高めるための取組 

(1)地域住民や市町村の強いコミットメント 

 当該事業者（高松まちづくり株式会社）は、中心市街地に所在する高松丸亀町商店街振興組合

をはじめとする中心市街地内の事業者及び個人からの出資によって設立されており、また本事業

については、高松市からの補助金交付も予定されており、当該中心市街地の関係者や当該市町村

の強いコミットメントが示されています。 

 

(2)地権者の同意 

 事業区域は、市街地再開発事業の区域に含まれており、１５名全員の地権者及び建物所有者か

ら、同意を得ています。 

 

(3)中心市街地活性化協議会の同意 

 令和 2 年 10 月 9 日に開催された第 29 回中心市街地活性化協議会総会において、特定民間中心

市街地経済活力向上事業計画(案)及び当該事業計画の実施に伴う中心市街地活性化基本計画の変

更(案)について同意がなされました。 

 

(4)都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画との適合 

 当該事業については、P.175 に示す高松市立地適正化計画において、商業機能の集積を図る一般

都市機能誘導区域内で実施されることを、P.151 における「４から８までに掲げる事業及び措置の

実施箇所」において説明しています。 

 

(5)中心市街地への波及 

 当該事業者は当該事業の実施に合わせて、次の 6 団体と連携し中心市街地の経済活力の向上を

より一層効果的なものとする取組を行います。 

 

① 高松市 

 高松市は、企業版ふるさと納税によって集めた寄付を財源として、子育て家庭に「おもちゃ美

術館」の入館チケットを配布するべく、庁内の調整中です。 

 

② 高松丸亀町商店街振興組合 

 ボランティアスタッフの研修を、東京のおもちゃ美術館から講師を招いて実施しています。こ

の取り組みは、将来の「おもちゃ美術館」の常設化を想定したものであり、ここで育成したボラ

ンティアスタッフの方々が本施設開業後の施設ボランティアとして活躍することが期待されます。

施設開業後においては、子ども向けイベントで「おもちゃ美術館」の体験チケットを配布します。 

 

③ NPO 法人わははネット 

「おもちゃ美術館」の運営を担う NPO 法人わははネットでは、上述の「地域子育て支援事業」の

委託を高松市から受託する他、高松市の子育て雑誌「子育てラッコ」の編集を行っており、ここ

に、おもちゃ美術館の記事を掲載します。令和 2 年度以降は NPO 法人わははネットが、継続的に
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ボランティアスタッフ養成講座を実施します。 

 

④ 株式会社 tao. 

香川県の工芸や食文化を紹介する雑誌「ＩＫＵＮＡＳ」を発行しており、おもちゃ美術館やここ

で販売される工芸品・玩具を紹介します。この雑誌の発行により、同社は、香川県県内の伝統工

芸を担う職人やデザイナーとのネットワーク誇っており、これらのネットワークを生かして、「お

もちゃ美術館」と連携した新商品開発づくりをすすめます。 

 

⑤ 瀬戸内国際芸術祭 

 本件施設が開業する 2022 年は 3年に一度開催される瀬戸内国際芸術祭の年であり、ここで集客

される観光客を本施設へ誘導します。主要会場が瀬戸内海の湾口部や島嶼部であり、これまでこ

の集客を商店街に取り組むことに必ずしも成功していませんが、会期に合わせたキャンペーンに

より、現代アートを目的とした観光客の取り組みを行います。 

 

⑥ 東京おもちゃ美術館他の姉妹おもちゃ美術館 

 「おもちゃ美術館」は、東京都新宿区四谷に立地する「東京おもちゃ美術館」をはじめ、全国の

地方都市に姉妹おもちゃ美術館が開設されており、相互にパンフレットを置き、定期的な情報交

換を行っています。これらの姉妹おもちゃ美術館との協力により、集客やボランティアを含めた

スタッフ育成についての協力体制を現状以上に深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


